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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○副議長（永田義昭君） 皆さん、おはようございます。本日は笠原議長が欠席してお

りますので、地方自治法第１０６条第１項の規定により、副議長の私が議長の職務

を行います。よろしくお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○副議長（永田義昭君） これから本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 一般質問 

○副議長（永田義昭君） 日程第１、一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。なお、発言者において、項目ごとの質問を終わるときは、

その旨を申し出てください。 

１０番、吉川議員の発言を許します。 

○１０番（吉川義雄君） 皆さん、おはようございます。日本共産党の吉川義雄です。

今期最後の一般質問になりました。私はこの間、町長の政治姿勢について、また地

方自治法に書いてあるように町民の福祉の向上のために、政策提言を行い町長と論

戦をしてまいりました。最後の質問でも、町長並び教育長に政治姿勢並びに政策の

提言を行いたいと思います。 

最初に、非核・平和問題で質問いたします。８月６日に広島市で平和記念式典が

行われました。広島市長は平和宣言の中で、無差別に多くの市民の命を奪い人生を

も一変させ、また終始にわたり心身をさいなみ続ける原爆は、非人道兵器の極みで

あり絶対悪ですと断罪しました。また８月９日は長崎で平和記念式典が行われ、長

崎の市長もこの平和宣言の中でアメリカの爆撃機が一発の原子爆弾を投下しました。

２４万人の市民のうち、７万４,０００人の方々が命を奪われました。生き残った

被爆者は今もなお白血病やがん発病への不安、深い心の傷を抱え続けていますと被

爆者の苦しみを語り、日本政府に対し被爆国としての原点に立ち返ることを求めま

した。その中で今年４月、ジュネーブで開催された核不拡散条約再検討会議準備委

員会で提案された核兵器の非人道性を訴える共同声明に日本政府が署名しなかった

ことに対し、日本政府は世界の期待を裏切りました。これは二度と世界の誰にも被

爆の経験をさせないという被爆国としての原点に反しますと、日本政府を厳しく批

判いたしました。私は、当然のことだと思います。この両市長が行った平和宣言を

どう思いますか。町長並びに教育長の考えをお聞かせください。氷川町議会は平成

１９年６月１９日に非核・平和都市宣言を決議しました。この宣言で二度と核兵器

による惨禍と、被爆の苦しみを繰り返させないため全世界に訴えなければならない。
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核兵器廃絶と非核三原則を堅持し、日本国憲法に掲げられた恒久平和を基本理念と

して、永久にこれを継承するために非核・平和都市たることを宣言するとなってい

ます。そこでお伺いいたします。議会の宣言、決議を受けて町が行ってきた取り組

みがあればお聞かせください。また、教育現場での取り組みがあれば、それもお聞

かせください。本町内の被爆者の方が核兵器廃絶を訴え、自らの被爆体験を小中学

校に出向いて語っておられました。しかし、高齢になったからもうできなくなった、

こういう話をされました。しかしこの方も、原爆の事は誰かが語り継がないといけ

ない、こういう話もされました。その話の中で、私が町に原爆パネルを寄贈しまし

たがどうなっていますかと尋ねられました。保管されているのでしょうか、お尋ね

をいたします。また保管されて現物があるのであれば、ぜひ、パネル展を役場ロビ

ーや公民館等で行ってほしいと思いますが、その考えがありますか町長、教育長に

お尋ねをいたします。 

次に、氷川町では保育所の庁務手、役場の庁務手と学校の図書司書の業務を委託

をしています。今年６月から、これまでの会社から新しい会社に委託先が変わりま

した。業務の委託先が決まったのは入札の結果だと思いますが、入札の際この派遣

先の会社選定は、どのような基準でされましたか、お尋ねをいたします。新しい会

社になって働いている人の労働条件が、以前よりも悪くなったという話を聞きまし

たが労働条件等はどうなっているか把握されていますか。把握されているのであれ

ば、お聞かせください。庁務手や図書司書などの業務を委託するという今のやり方

が長く続いています。しかし、派遣職員の給与は極めて低く、労働条件も良くあり

ません。しかし、みなさんは町のためにと一生懸命働いておられます。労働者派遣

法などの問題があるとは思いますが、町でできる処遇改善策があると思いますが、

町はどう考えていますか。お聞かせください。 

次に、インターチェンジ建設の進捗状況と今後の取り組みについて質問いたしま

す。平成２６年３月末の開通を目指し、工事が急ピッチで進められています。昨日

議会で現地調査を行いました。宇城市方面に比べ、本町の遅れが気になりますが、

現在の進捗状況をお聞かせください。インターチェンジへのアクセス道路建設予定

地内の地権者の方で、まだ同意が得られていない方があると聞いています。開通ま

での時間の問題もありますが、同意を得る見通しはありますか。お尋ねをします。

インターチェンジ建設の話が出た時に、私は住民の意見をしっかりと聞く必要があ

る、建設の賛否を問う住民投票を行うように訴えました。議会も住民投票条例を一

度可決しましたが、町長の拒否権発動で住民投票は行われませんでした。インター

チェンジ建設は重大な事業だと思いますが、どんな事業も住民の協力と同意が一番

大事だと考えます。まだ同意を得られていない地権者の方には誠心誠意、事業への
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協力のお願いをしていただきたいと思います。一部に強制収用の話を聞きましたが、

最後まで同意を得るように努力すべきだと私は考えます。町の考えどうなっている

でしょうか。お尋ねいたします。以上、３項目質問いたします。簡潔、明瞭な答弁

をお願いいたします。 

○副議長（永田義昭君） 吉川議員の質問事項が３項目ありますので、１項目ずつ行い

ます。 

   質問事項１の、非核・平和都市宣言を決議しているが、その取り組みについてア

からエまで答弁を求めます。町長。 

○町長（藤本一臣君） 吉川議員のご質問１点目につきましてア、イ、エにつきまして、

私の方から答弁をさせていただきます。 

   まずアでございますけども、広島、長崎の市長の平和宣言についてどう思うかと

いうことでございます。それぞれの平和宣言の趣旨につきましては、先ほど議員か

らも少しお触れになりましたけども、広島市長は広島、長崎の悲惨な体験を再び世

界の人々が経験することのないよう、核兵器をこの地球上からなくし、いつまでも

続く平和な世界を確立しようと訴えられました。また、世界の為政者の皆さん、威

嚇によって国の安全を守り続けることはできない、広島を訪れ被爆者の思いに接し、

過去にとらわれず人類の未来を見据えて信頼と対話に基づく安全保障体制への転換

を決断すべきではないかというふうに呼び掛けられました。また長崎市長は市民の

多くは６８年前の一発の原子爆弾によって犠牲となり、いまだに放射線による白血

病やがんの発病への不安、そして深い心の傷を抱え苦しんでいる、このような核兵

器をつくった人間の愚かさを訴え、日本政府には二度と世界の誰にも被爆の経験を

させないという被爆国としての原点に返るように求められました。また長崎市は、

広島市と協力して核兵器のない世界の実現に努力し続けるというふうに宣言をされ

たところであります。私は平成２２年３月議会の吉川議員の一般質問にお答えをい

たしております。核兵器の廃絶につきましては世界人類共通の悲願だと思っている、

核兵器の廃絶こそが人類の生存と繁栄の道であるというふうに認識をしているとい

うふうにお答えいたしました。その思いは今も変わっておりませんし、このことは

広島市長、長崎市長の考えと同じものであるというふうに思っております。 

続きまして、イの核兵器、平和宣言都市に関する取り組みということでお尋ねを

いただきました。その取り組みといたしまして、まず１点目に本庁舎南側道路沿い

に、非核宣言都市宣言の町というふうに看板を設置をいたしております。これは平

成２２年８月に看板を設置したところでございまして、こういったことによりまし

て町民の皆様方への認識を広めるという目的で設置をしたところであります。また、

平成２３年７月１日には平和市長会議の加盟都市としての認定を受けました。平成
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２３年６月に申請をいたしまして、現在国内で１,３６０の加盟団体の仲間入りを

したところであります。私たち人類が広島、長崎の被爆の悲劇を二度と繰り返すこ

とのないよう世界各国の都市と力を合わせて、核兵器のない平和な世界の実現に取

り組みます。そういうことを町の姿勢として表明をしたところでございます。その

ほか、具体的な取り組みにつきましてですけれども、今後は被爆や戦争の悲劇を町

民の皆様方へもですね、何らかの形を、いろんな形を使って伝えていく必要がある

のかなというふうに思っております。 

関連をいたしましてエにつきましてご説明申し上げます。確かにパネルにつきま

しては以前、今生涯学習課の方で管理しているのかなというふうに認識をいたして

おりますが、お持ちになった時に文化センターで一回掲示をされたのかなと私は記

憶をいたしておりますが、後ほどまた教育委員会の方からお答えがあるかと思って

おりますが、そういったパネルにつきましてはですね、しっかりと活用をしていく

ように今後も検討してまいりたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

○副議長（永田義昭君） 教育長。 

○教育長（廣瀬 亀君） はい。吉川議員の方から質問がありましたことについてです

ね、非核・平和宣言についてということでお答えしたいと思います。私、個人的に

申しますと小学校５年生のときに長崎に原子爆弾が投下されたときの雲を実際この

目で見てます。個人的には私の家内の父親が長崎造船で、その時に仕事をしており

ましたので３０数年経って初めて、あの原爆の雲の下の様子を父が話しました。そ

して私の兄は広島の方で原子爆弾が投下されたときに過ごしておりましたので、兵

隊に行っておりました。その様子は十分に知っております。今、藤本町長もですね、

先日の広島市の市長のお話、長崎市の市長のお話を心情的なものを、同じ思いであ

ることをお話しなさいました。私もお二人の式典の中での話を聞きながら非常に残

念に思いながら、日本の国の姿勢っていうのを残念に思いながら聞かせてもらった

ものがあります。これはもう、私たちが絶対このような原子爆弾を使ったようなそ

ういうような状況に遭遇することのないように、もう私たち一度でいいわけです。

世界にそういうことを伝えていかないといけないなと思っております。学校現場で

は今、命の大切さとか平和については学習してます。そして特に学校現場では先ほ

ど質問にもおっしゃったように、広島で体験なさった方が学校へ語り部として、自

分で描いた、この自分の目で見た原子爆弾が投下された後の様子をですね絵にして

それを持って行ってお話していただくような場面をずっとつくってまいりました。

氷川町の学校ではそのようなことを教材の中に活かしながら、そのお話をしていた

だいております。今、教育課程の中でも道徳の時間、そして平和学習の時間はやっ
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ておりますが、特に今、中学校は沖縄の方に修学旅行をして、実際太平洋戦争時の

様子を沖縄の島の人から聞かせてもらうような体験も行っております。これは、私

たちが今後永遠にですね、ずっと次の世代の子供たちがこのような戦争の場に陥ら

ないように語り伝えていく大事な役目を持っているんではないかなあと思っており

ます。そういう姿勢を学校現場にも伝えながら、教育課程の中で取り組んでいただ

けるようにしていきたいと思っております。啓発についてはやっぱり私たちは節目

の８月６日、８月９日のその時期には、やっぱり取り上げて地域社会にそういうよ

うな平和の土壌をつくり上げていくように大人が努力すること、子どもたちに伝え

ていくことを十分考えていきたいなと思っております。そのような思いで日ごろは

私は取り組んでいるつもりでございます。終わります。 

○副議長（永田義昭君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 町長、教育長の宣言に対する考えといいますか、心情はよく

わかりました。その立場で最後まで貫いていただきたいと思います。私がこの問題

を取り上げたきっかけになったのは、一つは今国は集団的自衛権を発動して世界に

出て戦争を行おうというこういった動きが高まっていることです。自衛隊は人を殺

すためにこれまで活動してきませんでした。むしろ、テレビで言われているとおり

国内では災害地の派遣で奮闘されていることもあります。しかし、今国が行おうと

していることは、人を殺しに出ていくこういったことを考えているわけです。もう

一つは教育の現場で「はだしのゲン」という原爆体験者が自らの体験を漫画にした

本を子どもたちには見せない方がいいんだと、これを政府まで、官房長官が指示す

るような話をする、こういったのがありました。だから私はあえて、この問題を一

つ取り上げたわけであります。広島の子どもの平和への誓いというのが新聞に載っ

ていました。この宣言の中で子どもたちは、今私たちは原爆で傷を受けたたくさん

の人たちがいる、今も苦しいのが続いているというのを最初に話した後に、今私た

ちは広島に生きています。原爆を生き抜き命のバトンをつないで命とともにつなぎ

たいものがあります。あの日のこともっと知りたいのです。被爆の事実を、被爆者

の思いをもっと多くの人に伝えたい、世界の人々に伝えていきたいというふうに語

っているわけです。そういうことがやはり、今私たちにとって本当に大事だと思い

ます。それで、議会がさっき言いましたように平和宣言をし、町長も看板の設置を

されました。これは一期目のときに議会が宣言をしたから看板の設置をやってほし

い、浜田町長にこういった話を私はいたしました。わかりました。どこに付けよう

かなという話があって設置されたことがあります。今町長が言われた平和都市市長

会議にも参加されるということにもなっています。そこで、これまでの取り組みが

ありますが、私はせめて原爆が落とされた日、そして終戦の日この日に弔意を表す
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意味で、例えばサイレンを鳴らすとかそういったことは考えておられませんか。町

長どうでしょうかその点、聞かせてください。 

○町長（藤本一臣君） 今、議員おっしゃいましたとおり、やはり歴史認識をしっかり

持っていただくということが大切だろうと我々思っておりまして、今教育現場でも

先ほど、教育長が申し上げましたとおり、いろんな取り組みをされております。そ

ういった意味で、そういったことを町民の皆様方にもしっかりと認識をしていただ

くという意味で、どんな方法ができるのか、やったらいいのかということにつきま

してはですね、ぜひ検討させていただきまして、対応できるところは対応していき

たいと思っております。今も８月１５日の終戦記念日には、１２時に職員も黙とう

をしておりますし、半旗も掲げていると認識しております。その部分をどこまで広

げられるかという部分だろうと思っておりますので、ぜひ検討させていただきたい

と思います。 

○副議長（永田義昭君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） はい。ぜひ検討していただきたいと思います。教育長に一点

お伺いします。さっきちょっと言いましたけども、「はだしのゲン」という漫画あ

ります。私もこれを改めて今度図書館に行って借りてきましたが、学校にはきちっ

と配備されているでしょうか。ちょっと質問項目に詳しく書いてなかったのでどう

かなと思いますが、もしそれがわかればお答えいただきたいと思います。 

○副議長（永田義昭君） 教育長。 

○教育長（廣瀬 亀君） 今、吉川議員がお尋ねになりました件は、私も過去には実際

見てはおるわけですが、その「はだしのゲン」のことについて以前、松江市の方で

すかね、島根。その話題が出ましてから学校現場の様子を私も少し把握いたしまし

た。そしたら小学校には置いてない所もあります。中学校には置いてありますが、

中学校では、特に国語科の先生方が複数集まられて、他県ではこういうことが話題

になっているが、うちの場合はっていうことで特段これを読んではいけないとかと

いうようなことの制約はいたしておりません。そして、先生方もそのことについて

は、それぞれ意見を出し合って再考、繰り返しいろいろ意見を交わして考えられて

いる、そういうことで対応なさっている状況でございます。 

○副議長（永田義昭君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 私もちょっとお尋ねしましたが、確かあったと思うんだけど

もというのはありました。記憶はあるから、どこかにあるという話でした。実はこ

の問題が出てから、日本図書館協会というのが要望を出してるんですね。図書館と

いうのは国民の知る自由を保障することを最も基本的な任務としている。図書館利

用の公平な権利を年齢等によって差別してはならない。ある種の資料を特別扱いし
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たり、書架から撤去したりしないとただした図書館の自由に関する宣言、１９７９

年にされているわけですが、これを示して、そしてアメリカの例を出して年齢によ

る図書館利用の制限の措置を目立たない形の検閲だということで批判をされている

わけですね。ぜひ、あの大いに読みなさいと奨励するかどうかは別として子どもた

ちが読みたいのがあれば取って読める、そのようにぜひやっていただきたいと思い

ます。実は被爆者の方といろんな話をさせていただきました。この方は長崎の爆心

地の近くで被爆されて奇跡的に助かっておられるんですね。で、話を聞きましたら、

とにかく爆撃機が来たら床に伏せなさいという事をずっと言われてきたと。自分の

友達の同僚は横穴のトンネルに逃げ込んだ人もいて、そういった人たちはほとんど

助かっていない、自分はもう運が良くて寝そべってた関係で助かったんだと。そし

て悲惨な経験をかなり語っていただきました。そしてそのとき言われたのが、原爆

のパネルなんですね。ちょっと借りてきましたので。教育長が見られたというのも、

このことだと思うんですね。こういったパネルがですね、２０枚入ったのが２セッ

トほど提供されてると思うんですね。こういったのが一つですね。それからもう一

つは、こういったいろんな思いを書かれた峠三吉の言った言葉なんですが、こうい

ったのをですね、届けてるんだというふうに言われました。今もこの活動は続けて

おられるんですね。新しく今のはアルミ製になって、ものすごいよくなってるわけ

ですが。八代市は市役所のロビーで置いています。そしてロビーに置く傍ら、実は

核兵器禁止を求めるこういった人たちの顔写真の入った署名も一緒に置いてですね、

賛同する人は自由にどうぞということになっているわけですが、ぜひあの時期は限

定して結構ですが、公民館等で置くか役場のロビーで一定期間８月に置いたらどう

かなと思うんですが、町長、教育長その点どうですか。その考えがあるかどうかお

聞かせください。 

○副議長（永田義昭君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） 先ほども答弁いたしましたとおり、あらゆる機会を通じてです

ね、そういった啓発は進めていくべきだろうというふうに思っております。先ほど

も少し申し上げましたけれども、やはり時期を見てそういったところには、きちん

とおつなぎするという事は大切かなというふうに思っております。 

○副議長（永田義昭君） 教育長。 

○教育長（廣瀬 亀君） はい。町長がおっしゃったように、それを受けてですね、教

育委員会の方でも、その啓発に節目を活かしていただいて、取り組んでいこうと思

っております。 

○副議長（永田義昭君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 実は、この長崎で核兵器廃絶の世界大会というのが開かれて
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その中でアメリカの映画監督オリバーストーン氏が特別企画に登場して、そこで発

言をしているわけですが、この人こう言っています。「若い世代には、たとえ本当

に残酷でむごいものであっても真実を伝えるべきだと。今、歴史の真実の部分が取

り除かれ浄化したようなものを教えている」ということで訴えて、「本当の歴史は

心を揺り動かすものであるんだ」というふうに言われていますので、ぜひですね、

積極的にこれから検討されるのであれば設置の方向、展示する方向でぜひ今後検討

していただきたいと思います。この項終わります。次お願いします。 

○副議長（永田義昭君） これで質問事項１を終わります。 

   次に、質問事項２の氷川町庁務手等の業務委託についてアからウまで、答弁を求

めます。総務課長。 

○総務課長（河崎澄男君） 吉川議員さんの質問事項２、氷川町庁務手等の業務委託に

つきまして答弁いたしたいと思います。３点ございます。まず１点目の本町では保

育園の庁務手、役場運転手、図書館の事務などの業務を委託しているが委託先の会

社選定はどのようにされたのかというご質問でございます。本町では平成２５年６

月から庁務手等の業務においては、臨時職員任用から業務請負契約に切り替えてお

ります。業者の選定につきましては、指名競争入札による契約を行っております。

熊本県内に本社、または支社、支店を有する事業者に対して地方公共団体等の業務

請負契約実績の有無を確認したうえで、６社を指名業者として推薦しております。

次にイ、委託先の労働条件はどうなっているか把握されているかというご質問でご

ざいます。賃金、休暇等の労働条件については氷川町臨時職員任用等取扱要綱に準

じて運用をお願いしているところです。ただし、受託業者にも就業規則があります

ので、全てが氷川町の直接雇用時と同じ労働条件ではありません。その際について

は、町で把握しておりますのは臨時職員等の有給休暇の残数が会社で引き継ぐこと

ができないこと、旅費については町では旅費規定に基づいて支給していたものが、

受託業者では実費支給となっているというようなことでございます。 

   次にウ、委託職員の処遇改善が必要と思うが町がどのように考えているかという

ご質問でございます。現在の業務請負契約により氷川町で働いておられる方は、も

ともと臨時職員であった方でございます。その処遇については可能な範囲での改善

がされるような形での契約をすることを現在検討中でございます。労働者にとって

も、事業現場にとっても事務に慣れた方が、ある程度の期間にわたって仕事をでき

る方が好ましいと思いますので、業務委託契約という方法をとりました。 

以上です。 

○副議長（永田義昭君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） はい。まず業務委託先は先ほど６社指名業者を選定したとい
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うことですが、この選定された時期は何年何月ですか。 

○副議長（永田義昭君） 総務課長。 

○総務課長（河崎澄男君） ４月１４日指名業者推薦書を提出しております。 

○副議長（永田義昭君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 平成２５年４月１４日ということですよね。 

○総務課長（河崎澄男君） 失礼しました。１７日です。 

○副議長（永田義昭君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） すみません。今、委員長と言ってしまいました。議長、すみ

ません。これまでは九州総合サービスだったでしょうか、正式な名前はちょっと知

りませんが今回は株式会社総合人材センター、鹿児島市大黒町４－１１ここだと思

いますが間違いないですか。 

○副議長（永田義昭君） 総務課長。 

○総務課長（河崎澄男君） 間違いありません。 

○副議長（永田義昭君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 実は、この業務の委託先が決まった後、私のところに一通の

ファックスが届きました。今度の委託先はいいところでしょうか。こういうのがあ

りましたということで、株式会社総合人材センター指名停止１か月、九州地方整備

局の文書であります。指名停止は平成２４年５月から平成２４年６月にかけての１

か月間というのがあるわけですが、こういった九州地方整備局から指名停止を受け

ていた会社と知っていて選定されたのでしょうか。そこをまず聞かせてください。 

○副議長（永田義昭君） 総務課長。 

○総務課長（河崎澄男君） 実際には総合人材センターは九州地方整備局から指名停止

を受けております。が、そのことをもって本町の競争入札参加資格の欠格条件には

該当しないと判断いたしまして推薦をしたところでございます。 

○副議長（永田義昭君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） この人たちが、まあ一つはこの会社に今後は社員として入っ

て、そして仕事をしてくださいということで総務課の方で業務委託に関する従業員

の説明会というのを開かれたというふうに思っています。先ほど、委託先の労働条

件のことで聞きましたが、実は以前の会社で有給休暇をかなり残してる人がいたん

ですね。また同じ会社でいくんだろうという思いがあったかと思います。ところが

今回会社が変わった関係で有給休暇はなくなる、まさに６か月間経過しないと有給

は発生してこない、こういうふうになってしまったわけです。だから私は、町が言

えるのかどうかというのも正直いってあるわけですが、この人たちは、せめて会社

が変わるかもしれないというのが前もってわかっていれば、有給が取れるように、
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取りたかったなあという話もあるわけですが、そのことについて担当課長どうです

か。まあ、それは雇われた人の会社の問題ということで片付けていいんでしょうか。

もう少しその点では配慮があってよかったんじゃないかなと思うのですが、それが

１点。 

   それから、前の会社の場合は月末締めで、これは話を聞くと当時の西尾課長が努

力をされて、給料の支給が遅かったのを、まあきちっと早くしなさいてあってたみ

たいです。多分、１０日前後に出てたんじゃないかなと思うんですが、今回どうな

ったかというと、月末締めで翌月の２５日なんです。給料が出るのが。だから変わ

った関係でそこ２、３週間お金が入らないということになるんですね。それで私は

労働基準監督署にこのことをちょっと聞きました。そういった場合、給料が遅れる

場合は前渡し制度等もあるんだけど、会社が変わってしまったから、それはなかな

かできないですねっていう話もありました。そういったことは、その２点ですが考

えられましたか。 

○副議長（永田義昭君） 総務課長。 

○総務課長（河崎澄男君） 有給休暇等の残数につきましては、先ほどお話しましたよ

うに会社で引き継ぐことができないということが、これは契約の後ですね、わかっ

たわけでございます。この件についても労基法の関係上、町の方からどうというこ

とは言えませんけれども、お願いということでなるべくそういった形で、引き継ぐ

ような形でできないかということは相談はしたことは事実でございます。それから、

給料につきましては２５日に今現在支払いがなされて、その間、期間が延びたとい

うことでございますけれども、この件につきましてもですね、会社の規則で支給日

を定めてあります関係上、町の方から別に申し上げるということはしておりません。

現在もその面については、もうこの会社には申し上げておらないというような状況

でございます。 

○副議長（永田義昭君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 町が業務を委託するわけですので、当然、前のところが残っ

てたから、あなたのところでこれを引き継いでくださいというのはできないんです

ね。今のやり方そのものを私はこれは職員の改善そのものもなんですが、全般的に

見て今のやり方本当それでいいのかと、偽装請負と一緒じゃないかと私がこの間ず

っと指摘してきているわけですね。ただ、３年経ったから新しいところに変わるか

もしれない、一からまた始めるんだっていうのを町が考えていたんだったら、もっ

と早くそれは伝えるべきだったんじゃないかなと、そこが行政が画一的に物事を消

化していく、やっていく、それではよくないって私は思いました。だって本当は何

かがあったときのために有給をとってたんだが使えない、ただ働きと一緒ですよ。
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そういう条件があるにもかかわらず。だからもう一つは職員の給与です。この人た

ちの給与です。業務委託をされました。担当課に幾らで業務委託をしたんだってい

うことと、何人かっていう名簿をいただきました。この中には最初から契約金額が

決まってる特定保健指導事業の業務委託については、一人１０か月間ですね、契約

期間１０か月間ですが、２６４万６,０００円だとか、学校庁務手については１５

０万だとか、この契約が決まっています。介護については二人、二人で３５０万っ

て決まってるわけですが、そういった人たちを含めて３１名、全部入れて平均する

と月額１７万になるんだけど、実際いろいろ話をきいてみますと１１万、１２万で

業務委託職員についてはやっておられるんですね。まあ保育所は若干条件も違うの

かもしれません。働く時間の問題もあります。しかし月ですかね、１１万２,００

０円ということになっているかというふうに思います。氷川町の職員の給与削減の

ときに職員も大変だという話をしました。氷川町の職員のこれは自治労の資料から

ですが、２０１２年、去年は３２万２,０００円ほどでした。平均で。しかし庁務

手、あの業務委託した人たちについては極端に私は少ないと思うわけです。それで

同じ仕事をやったら同じ賃金を払いなさいというのが労基法にあるじゃないですか。

だから私はぜひですね、町でできることがないかというのを検討していただきたい

というふうに思うんです。それで実は自治体の臨時職員の給料の改善といいますか、

これで野党６党が手当等が支給できるようにしようということで提案、法案が出さ

れています。これが決まればいいなと正直思っているわけですが、まあそういった

のができるわけですので、ぜひ待遇改善を私は図っていくべきだと思いますが、担

当課長か町長かぜひ前向きに検討していただきたい。先ほど、手当等の話がありま

したが旅費等については、かなり距離の制限もあって出てない人が多いんじゃない

んですか。その付近も含めてお答えください。 

○副議長（永田義昭君） 総務課長。 

○総務課長（河崎澄男君） 実態についてはちょっと私、把握しておりませんけれども

今度の補正予算のところでもお願いしておりますけれども、今後指名競争入札によ

る入札金額のみの業者決定ではなく、プロポーザル方式による契約によって、より

効果的で労働条件がよい事業者と契約ができるような方法を現在検討しております。 

以上です。 

○副議長（永田義昭君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） ある人は１２万弱だったかなと思うんですが、それで保険料

とかずっと引かれてしまえば幾ら残るんですかと、１０万ちょっとだという話を聞

きました。やはりこの人たちが、今うちの役場の職員もそうですが派遣されて来て

いるといいますか、臨時職員の人たちも一生懸命です。有給休暇があるから有給休



 － 41 －

暇全部とってやろうと、そういったのは全くありません。代わりの人を探さんとい

かんというのもあって、とにかく一生懸命やられているわけですね。その人たちと

一般職員とあまりにも差が大きいので、その点は町の財政問題もあります、その点

はよくわかります。しかし、こういった働かせ方をずっとやっていけば、当然のこ

とながら職員の給料をもっと下げろよと、臨時は安く働いているじゃないかという

ことになってしまうというふうに私は思います。その点は、やはり今後委託すると

きも内容等もしっかり確認してやっていただきたいというふうに思います。次、お

願いします。 

○副議長（永田義昭君） これで質問事項２を終わります。 

   次に質問事項３のインターチェンジ建設の進捗状況についてアからウまで、答弁

を求めます。 

○副議長（永田義昭君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（平 逸郎君） インターチェンジ関連についてお答えします。まず進

捗状況につきましては、インターチェンジ本体周辺の工事は町で４本発注しており

まして来年１月には全体の舗装工事を発注予定です。ＮＥＸＣＯ社工事分を含め工

事完了を来年３月で予定をしております。またアクセス道路部分は県道から国道区

間の発注を行っており、県道から東側につきましては１０月に発注を予定しており

ます。そのほかは準備ができ次第、随時発注を予定しております。供用開始が来年

３月末の予定ですので、それに間に合うよう事業の方を進めております。 

次に用地につきましては、数件契約に至っておりません。用地交渉は非常に難し

く細かな配慮が必要な業務です。この場で状況をお話しすると広く第三者の方が知

ることとなり用地交渉に支障を及ぼしかねませんので、答弁を控えさせていただき

たいと思います。ご理解をいただきたいと思います。 

   次に用地の取得につきましては、任意交渉による契約と、土地収用法による収用

の二通りがございます。現在まですべて任意交渉で同意をいただいて契約を締結し

ております。今後も任意交渉による契約で行いたいと考えております。 

以上でございます。 

○副議長（永田義昭君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） １点だけお伺いします。まず進捗状況に関して。宇城の人か

ら全面開通が間に合わないときは宇城方面から開通されるという話を聞きましたが、

そういう話も、もう出ているんでしょうか。氷川町の方がだいぶん遅れてる、全面

開通ができなくても宇城の方には先にできるという話を聞きましたがどうですか。 

○副議長（永田義昭君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（平 逸郎君） インターチェンジ計画につきましては氷川ルートと宇
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城ルート２本ございます。現在工事につきましては遅れはございますけど、今の段

階では何とか間に合わせようということで関係者一同努力をしている次第でござい

ます。 

○副議長（永田義昭君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 先ほどの課長の答弁のように用地買収も含めて、精力的に取

り組んでおられるというふうに思います。実は、高塚地区をはじめインターの通る

近辺、かなりの人たちとお話をしてまいりました。そういった中で、ある人が役場

の対応について意見を言われました。上から見下したように話をされることがあっ

たんだと。どうもその決まったことだからというふうに言われたと。私は町の職員

みんな知ってるので、いやあ、そんな上から目線っていうのは職員はなかったと思

いますよという話をその人とはお話をいたしました。いろんな意見が出て、それを

しっかり聞いて職員は取り組んでいると思いますけどっていう話をしました。私が

ですね、２４年度における主要な施策の成果に関する調書、これ各課から出された

分ですが、これを読んで、もっと努力すべき点があるんじゃないかなと思ったのは

用地買収について９ページにこう書いてあるんですね。「今年度の契約締結に至ら

なかった中には、道路事業に反対している地権者がおり」って書いてあるんですよ。

あれ、こんな書き方をするのかなと、ああもしかしたら上から目線というのあった

のかなと私は心配をいたしたわけであります。私は、地権者じゃなくても、あの周

辺の住民のみなさんたちには開通することによって、これまで以上にいろんな意味

で騒音、公害も含めてそういった迷惑をかけるわけで、私は住民の協力なしには絶

対できない、そのように思います。誠心誠意をこめて、やはり誠意を尽くす以外に

ないと思うんですが、担当課長どうですか。この「地権者がおり」というふうに書

いたことについても、ちょっと一言コメントをくれませんか。 

○副議長（永田義昭君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（平 逸郎君） 用地交渉につきましては、今回５２件ほどございまし

て、９割以上は締結しているところなんですけど、実際の交渉の現場ではですね、

私どもはみなさんの大事な財産を今回譲っていただくという事で、誠心誠意お願い

という形で進めておりました。ただ報告書の中で、一部あまり好ましくない表記が

あったことにつきましては深くお詫びをいたします。実際、担当職員私どもも含め

ですね、用地交渉に当たってる職員は非常にわりと優しいというかですね、言葉遣

いとか、そういったのは丁寧な職員が就いておりますので、もし地権者の皆さん方

でですね、一部感情を害された方がいらっしゃるとしたら深くお詫びをしたいと思

います。今後とも本当、一生懸命地権者の皆さんの立場に立った交渉というのを努

めていきたいと考えています。 
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○副議長（永田義昭君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 私は何もその揚げ足をとろうというふうには思っていません

が、「反対しておられる地権者があり」とか、「地権者がおられ」とか、その付近

のやっぱり配慮はいったんじゃないかなと、こういった所に何か焦りもあったのか

なというふうに思います。ちょっと話かわりますけども、私は職員は本当よく頑張

っていると思います。決算の審査で私は税務課長の答弁を聞きまして、国民健康保

険を滞納している人たちについて、税金を取り立てると命の保証の話もしました。

そういったことは絶対ありませんという話で、本当にいい答弁をいただいたんです

ね。だから私はやはり町の事業で、このインターチェンジは最初言いましたが、私

から言わせれば突然降ってわいたように予算がぼっとつくんだということから始ま

った関係でですね、執行部もそれから担当課も右往左往してこの事業に間に合わせ

ようということがあったんだと思いますが、私はそれはよくないというふうに思う

わけです。先ほど答弁で、用地買収については任意交渉で今後もこれでずっとやっ

ていくと言われたので、私は絶対に強制収用とかそういったのをやらないでいただ

きたいと思います。実は、私の家に町長の後援会だよりが入っていました。ちょっ

と探しきらなかったので、今日町長の後援会事務所に行ってもらってきました。私

が我が家で読んだときに思ったのは、町長こう書いておられます。「氷川町が誕生

して日も浅いことから町民の皆様の融和を図ることを第一に心がけてきました。そ

して旧町が誇る風土、伝統文化、産業等を尊重するとともに第一次氷川町の総合振

興計画を基本に町民の皆様との対話と協調を念頭に置き、全身全霊を結集して町政

運営に取り組んでまいりました。最後に、これからも皆様方の付託に応えられるよ

うに初心を忘れずここに誠心誠意をもって職務に精進してまいります」と書いてあ

ります。私は町長が言う融和、継承、創造と言われています。やはり行政にトップ

に立つ者は、やはり町民のことを第一に考えて一人でも事業を行うことによって町

民が不幸になってしまう、これは絶対あってはいけないというふうに思うわけです。

そういう点で、町長このインター、地権者の同意かなり厳しいような話も聞いてい

ますが、その点についてはどのように考えておられますか。お聞かせください。 

○町長（藤本一臣君） 先ほど担当課長からもお答えをいたしましたけども、任意の交

渉によりまして、お互いの理解のもとにですね財産をお譲りいただいて、新しいス

マートインターチェンジアクセス道路をつくっていきたいという考えには変わりは

ございません。その上で職員も一生懸命まさに誠心誠意、職務に精励しております

し、私もそのトップに立ってですね、先頭に立ってそういった気持ちで今後も職務

に精励してまいりたいという気持ちでございます。やはりいろんな事業をしますと

きには、賛成もあり反対もあります。しかしその事業が本当に町にとって必要な事
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業であれば、これはやっぱり進めていかなければなりません。そういった強い思い

でこの事業を今進めておるわけでございまして、そこにつきましてもしっかりと地

権者の皆様方にもですね、そのことをご理解をいただい上で、この事業が予定どお

り進行できますことを目指して今、一生懸命頑張ってまいります。どうぞ、議員各

位におかれましても、皆様方も建設促進期成会の委員の皆様でございます。どうぞ

側面的な逆にご支援をいただければなと思っております。 

○副議長（永田義昭君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 議会は住民から選ばれた代表で構成されています。十人十色

といわれるように、いろんな意見があります。それぞれの立場で自分を議会に押し

上げてくれた人たちのことを考えて、取り組みをやっていくわけですが、私は地方

自治体はこれから先、本町の場合も合併をした関係で１０年以降、交付税が減らさ

れてまいります。そこで国の施策で地方も大変苦しむことも私は出てくるかという

ふうに思うわけです。しかし行政を運営していく上で、私は何よりも大切なのはや

はり町の主人公は町民だということです。そこにしっかりと根を、足を張って、足

場をきちっとしてやっていかなければならないというふうに思っています。私たち

も、それから町長もそうですが改選を迎えます。そういう点では、新しい町政にト

ップに立つ人も私は町の主人公は町民という立場に立って、常に町民の事を考えて

行政に携わっていただくようにお願いをして、私の質問を終わります。 

○副議長（永田義昭君） 以上で吉川議員の一般質問を終わります。 

   １０分間休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０２分 

再開 午前１１時１２分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○副議長（永田義昭君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

３番、江嵜議員の発言を許します。江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） ３番議員江嵜です。氷川町議会第２期目の一般質問のアンカー

としてここに立たさせてもらえることを非常にうれしく思っております。今回の一

般質問の内容につきましては、今までのこの一期目４年間を総括しながらどういう

ことがあったのか、それで最後の一般質問にこういう項目を選びましたというよう

なことで、質問をさせてもらいたいと思います。４年前、氷川町議会議員に立候補

をいたした時点では、私は藤本町長候補が浜田前町長を会長とし笠原議長を副会長

として継承を、要するに藤本町長は浜田町長の継承をするんだということで立候補

されております。浜田町長と笠原議長の大きな傘の中で藤本町長は町政を４年間担
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われる、そういう形になろうとしておりましたので、私はマニフェストの中で二重

権力の阻止という項目を一つ掲げました。なぜならやはり藤本町長に藤本色を出し

ていただきたい、藤本町長の思いどおりに町政をやっていただきたいということで、

そういう外圧の阻止を私はマニフェストに掲げました。そしてインターチェンジの

白紙撤回、竜北公園の凍結、これもマニフェストで掲げまして竜北公園については、

どうしてもあの桜の公園をなくさないで、あんな高価な１２６メーター、１億数千

万のスーパースライダーをつくらないで、なんとか自然公園として残してほしい、

そういうつもりで竜北公園の凍結をお願いしてきました。ですから議会の中でも竜

北公園については藤本町長が継承で浜田町長が立案したものをつくると言われるの

に対して、私は竜北公園本当にああいう形でいいんでしょうかという、その一般質

問も議会での予算も残念ながら反対せざるを得なかったんです。今、竜北公園を見

てください。年間７万６,０００人があそこに来てるそうです、１日２５０人。落

ちるのは、お金が落ちるのは自動販売機のジュースの差額分だけです。年間に９０

０万円もの維持管理がかかっています。それを私たち税金で子どもたちまで、毎年

９００万払い続けなければならない。今、あの竜北公園、執行部の人数は７万６,

０００人年間訪れてるそうですが、見てください、閑古鳥が鳴いてます。日曜日に

行くと、そこ１０人おられるでしょうか。スーパースライダーに滑ってる人を見ま

すか。１回滑ったらもう火傷する、滑る人いません。ですから、私はどうにか竜北

公園は自然公園で残してほしい、下の広場はああいう整備でもいいです、スーパー

スライダーはいりません、桜は残しましょうそういうふうにマニフェストで謳った

んですが残念ながら、藤本町長は継承という形で、あの竜北公園を完成させました。

約４億、それに遊歩道７,０００万、管理費毎年９００万が町の税金として出てい

きます。またインターチェンジについても、私は、この高齢化社会で、氷川町の皆

さんがどれだけ乗るだろうか、あのインターができたときに誰が使うんだろう、考

えたときに私は調査をしてみました。使う人は氷川町から南に八代側にある運輸会

社の方がほとんどと思います。八代インターで降りて、氷川町の方に戻ってきてる

運輸会社が１０社ありました。松橋が混みますから今は八代インターで降りてるん

だけども、宇城氷川インターができたら、それは当然宇城インターから降りますよ

という話を聞きました。そういうインターチェンジの１.８キロの町道は町が管理

しなければいけません。私が道路延長から試算すると、約１.８キロ、１,０００万

は毎年かかります。利用するのは、その八代の運輸会社の方たちがその道路を使い

ます。ですから一般質問で私こんなことを言ったことがあります。町の１.８キロ

については有料にしませんか、１００円取りましょう管理費のために。そういう提

案もいたしました。そうしないと毎年私の試算でいく管理費１,０００万、これを
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子どもたちにまで負担をさせなければいけません。なぜ時期尚早かと言いますと、

じゃあインターチェンジできました、住宅がそのサイドに建ちますか、企業が誘致

できますか、氷川町の皆さんがどれだけインター使いますか。それは土地利用計画

ができてないんです。インターチェンジをつくっても道路部分だけが農振を除外さ

れます。今、農振除外の見直しをやってますが、確認しましたら町の計画がないの

で農振除外ができない、町長は個別に農振を外せばいいじゃないかという答弁をさ

れました。ある議員さんは、道路ができればその両側に家が建つから人口増対策に

なりますということも言われました。農振がかぶっているのに、そう簡単に家は建

てられないんです。土地利用計画でその部分に住宅政策、企業誘致を町が計画して、

その部分を農振から外しておかないと企業誘致も、そして一般住宅も建てられない

んです。今企業誘致を町の方で、企業誘致ができると言っているところは元旦ビュ

ーティの４ヘクタール、うち６,０００平方メートルだけが元旦ビューティさんが

使って後は貸します。だから町にそこを借地するので町に企業を誘致してください

と頼みになられました。あそこは町が元旦ビューティに企業誘致して安く土地を買

われたとこです。元旦ビューティさん今回約１ヘクタール、インターチェンジで高

いお金でその土地を売られました。大儲けされましたので、よろしければ元旦ビュ

ーティの一部１ヘクタールでも町に寄付お願いできませんかというぐらいの私は元

旦ビューティさんとの話合いをすべきじゃないかと思います。しかし町は企業誘致

ができるといって、県の企業誘致課にその用地をどっか企業がありませんか、元旦

ビューティさんの土地にどっか企業がありませんか、元旦ビューティさんは土地を

貸しますよ、またそこで元旦ビューティさんは利益を得ます。今、元旦ビューティ

ーさんが来ようとしている６,０００平方メートルは資材置き場です。ですから、

雇用もほとんど生みません。そういう中で私は浜田町長時代からあったインターチ

ェンジについて白紙撤回を言い続けてきました。予算もインターチェンジの予算、

全部反対してきました。だから私は藤本町長の反町長派だという認識で議員の皆さ

んが私を見られております。私は違うんです。浜田町長が浜田色をはずして藤本町

長が藤本色を出して、カラーを出して藤本町政をやってくれないかということを、

前期２年間言い続けてきたつもりです。私は町民の皆さんにお話ししたい、この４

年間議員活動をやってて、どういう議会内部だったかというのをお話ししたかった

のは、実は当選しました、議会に当選して１４名の議員が決まりました。１回目の

１４人の議員が集まって、じゃあ議長さん誰にしましょうかという１４人での話合

いをする場面に私は始めて入ることができまして先輩の議員さんたちのいろいろな

発言をまず聞いておりましたが、突然ある議員さんが選挙だ選挙だと言って立って

いかれました。話合いをするような状況ではなかったんです。いやあ、こんな議会
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でいいのかな。その後ばらばらと議員さんたちは選挙だ選挙だと言って出て行かれ

ました。私は何が何だかわからず残っていました。あとでよくわかったんです。実

は、その初めての会合の前に議員さんたちは集まっておられたんです。そこで議長

を誰にするか、副議長を誰にするか広域の議員を誰にするか、そういう話合いがあ

ってたんです。これはびっくりしましたね。そこには私が聞くところによると執行

部の方も入っていた。結局、議会は改革なんてできないんです。この４年間思いま

した。数の力でそうやって議会改革をすることはできないな、しかし私は言い続け

てきました。その間２回の議員辞職勧告を受けたんです。一つ目は、議員５名の方

が怪文書を回して、私に議員を辞めろと言われました。それは根も葉もない文書で

したので私はこのまま引き下がったらいかんな、このまま引き下がったらまた正当

な意見を言ってるつもりですが、さも悪者にされるなということで、その５人の方

を相手に刑事訴訟を打ちました。刑事告発いたしました。議員さん５人を刑事告発

いたしました。こういうことやめてくださいよという意味です。しかし議員の発言

というのは警察においてもすごく重いんです。言った事に対してそのことを刑事告

発できませんでした。だから不起訴という形で終わったんです。次に私は指定管理

者のときに、どこの誰でもいいというような指定管理者の選び方をしたらいけない

という発言をしたんです。そのときに使った言葉が「馬の骨発言」ということにな

って、その日のうちにその指定管理者の応募をされた方に、「お前のことを馬の骨

と言ったぞ」ということを言われました。これは私が議員であるその発言に対して

刑事告訴はできないということは、ちゃんと経験則で知っておりましたので、それ

は明らかに突っぱねたんです。本当のことはそうじゃない。しかしそれも議員辞職

勧告の一つとして提案されました。私はこの４年間、藤本町政を支えるつもりでき

たつもりです。でも最初から反藤本派で色分けされてそういうふうに除外をされて

た、それはよくわかりました。私は、この氷川町に竜北公園はいりません、インタ

ーチェンジはいりません、それをマニフェストで掲げて藤本町長に反対ですて言っ

たわけじゃないけど、予算についてもすべて藤本町長の提案について反対をせざる

を得なかった。今回この４年間終わって私は私の選挙責任者をしてくれてる人と、

この４年間の総括をいたしました。彼はこう言いました。「江嵜君てこの４年間た

くさんのものをあなたは失ったね」そういうふうにその選挙責任者は私に言われま

した。もうこんなに失うものが多かったら辞めたらどうだという選挙責任者の言葉

です。よくよく私は考えてみると大切な大切な友人をなくしてます。本当に私はそ

のことが一番今心のつかえになっています。議員をやってなかったら、その友人を

なくすことはなかっただろうな、ここまで私の主義主張に賛同してくれた８３９人

の方々のその気持ちをつなぐためにやってきたんですけれども、非常にこの４年間
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虚しい思いをしたな、そういうふうに思っております。このままもう失うものを増

やしたくないから辞めることだってできます。しかし私はこの氷川町民の皆さんに

情報を出し続けなければならないと思います。この４年間、ご意見番を１０号まで

出してきました。印刷部数１,０００部ですので入らない家庭もだいぶありますが、

ちゃんと情報流して頑張れって言ってくれる町民の皆さんにやはり一期で辞めたん

では、何のために出たかそういうふうに言われるんじゃないか、失うものはまだあ

っても私はこれから先、議員さんたちが本当にこの氷川町はこういう議会でいいの

かという反省を込めてもらうために、今までの４年間を総括してきました。そして

これからの４年間、藤本町政に今課題になっている問題点、氷川町にとって重要な

課題をどういうふうに処理されるのか、それをお伺いした後、最終判断をしたいと

いうふうに考えているところです。よろしければ通告どおり３項目について、ご質

問をさせてもらってますので、好きなだけそのことについて町長の答弁を言ってい

ただければというふうに思います。 

以上で終わります。 

○副議長（永田義昭君） 江嵜議員、一応通告内容は。ちょっとここありますから。 

○３番（江嵜 悟君） それでは通告３項目あります。１項目目、町長２期目に向けて

の政策方針の確認について、氷川警察署の存続問題ですね。これは氷川警察署の件

については既に新聞報道がなされてます。今の県の提案どおり受け入れるのかどう

かっていうのを聞かせていただきたいということです。 

   氷川消防分署の新設について計画どおり分署新設がなされなかったら、どのよう

に対応されますか。分署新設がなされるという答弁になると思いますけれども、も

しそうじゃなかったときにどうするんだろうという不安がありますので、その答弁

をお願いします。 

   今、ゴミ処理については八代市が八代市単独でやるという方向を決めました。ゴ

ミの受け入れ、氷川町のゴミの受け入れが拒否された場合どうしましょうか。最終

の判断をしていただきたいな。 

   エにインターチェンジについてですが、議会において町長の用地買収費及び立木

補償額等の明示がなされませんけども、今でも明示はしてもらえないのかどうか。

また町長の用地買収、立木補償等の契約者の甲と乙はどうなっているかを教えても

らいたい。道路整備計画では、この１０年間に新設道路は町長の地元の高塚地区に

１本しか道路はつくりませんという新設道路の計画になってます。この道路整備計

画変更するおつもりはないかを聞かせてもらいたいと思います。なお変更するんで

あればぜひ合併道路の新設を盛り込んでいただきたいなというふうに思います。 

   次にカの高齢者祝い金についてですが、高齢者祝い金は合併協定においては今ま
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でどおりやりますよという協定になってますけども、浜田町政時代にすぐに４年も

経たないうちだったと思いますが、８０歳で１万円、９０歳で２万円、１００歳で

５万円の高齢者祝い金をやっておりました。ところが浜田町長が８８歳に引き上げ

ました。８８歳に２万円、９０歳ではやりません、８０歳でもやりませんという祝

い金になりました。ですから８０歳から８８歳までの間でお亡くなりになられた方

は高齢者祝い金がありません。私は８０歳になったら、もうよく頑張って８０まで

生きられましたねという高齢者祝い金は必要と思います。ですからぜひ、藤本町長

にこの高齢者祝い金、もとに戻していただけないかというふうなことで質問に入れ

ております。 

それから入札制度についてですが、もう何回も聞くなよと言われるかもしれませ

ん。本当にですね、私、これ気掛かりでならないんです。大型工事において、今学

校の耐震とかをやっていますけれども、そういう外からきた業者さん、氷川町外の

業者さんの入札の最低制限価格は９５パーセントなんです、おおむね。でも最初に

入札やったときにこの大型工事おおむね８５パーセントくらいの札がたくさん入り

ました。だいたい公共工事８５パーセントくらいあればできますよということで入

りました。しかし９５パーセントの藤永組さんが取られたんです。そこに３,００

０万の開きがあります。大型工事で最低制限価格は８５パーセントにすると３,０

００万の毎年ですよ、これ、毎年３,０００万のお金が使わなくて済むんです。そ

れをもっと農業用排水路、これは松田議員さんが先頭になって農業用排水路をどう

にか整備しよう、一生懸命この４年間議会で訴え続けてきました。やっと去年１本、

今年も１本ですか、２本ですか、やっと排水路の整備に取り掛かってもらえるよう

になりました。そういうものにやっぱり、大手の企業さんに高く歩留りしなくても

適正な価格で３,０００万を住民の人に使っていただいた方が私はいいということ

で、しつこくこの質問をしております。まあ多分答弁としては、県のやり方と一緒

ですからということで今回も終わると思いますが、県は規模が大きすぎます。氷川

町の予算、今、６０数億の予算の中で３,０００万が住民の方にいけば私はもっと

いい町づくりができると思いますので、この入札制度についても聞かせていただき

たい。 

   それから、教育問題ですけども私は今の小中学校ずいぶんと部活動ができなくな

ってきて、１クラスぐらいの生徒、この前氷川中学校の運動会に行きましたが、も

う２クラスでいっぱい、孫が野球部に入ってますけどもチームをつくるのに精いっ

ぱい、そういう中で部活動をやっています。教室の中には友達がおおむね３０人い

ましたかね、そのくらい。私は教育というのは切磋琢磨すべきだと思います。そう

いう意味では小中一貫教育に氷川町ならばできるんじゃないか、小学校３校、中学



 － 50 －

校２校ですよ。その中で高校を、町立の、氷川町立の高校をつくるんです。小中高

一貫教育をやるんですよ。今は八代まで高校生はふうふういって通ってますよ。こ

の町に高校があれば、高校生が昼間も町の中にいるんです。そういう意味では町立

の高校、私は必要と思います。友好町の大空町、あそこには高校二つあるんですよ、

町立高校。普通高校と農業高校。私は教育を考えたときに小中高一貫教育をやるべ

きじゃないかと思います。この小さな合併、氷川町だからできると思いますよ。今、

泉の方で、その高校までは入りませんけども一応グリーンライフ科が少し手伝うみ

たいですけど、小中一貫教育になろうとしています。そういう意味では氷川町も教

育の町氷川町、そういうふうな高校を町立でできなければ私立の高校を誘致するぐ

らいの、そのくらいの前向きな町長の教育に対する意識改革が欲しいなということ

で、小中高一貫教育についての最後の質問にしております。 

以上です。 

○副議長（永田義昭君） 江嵜議員の質問が３項目ありますので１項目ずつ行います。 

   質問事項１の町長２期目に向けての政策方針の確認についてアからカまで、答弁

を求めます。町長。 

○町長（藤本一臣君） 江嵜議員さんのご質問に答えたいと思いますが、かなり提案の

理由に時間が取られましたので、全部お答えできるかどうかわかりませんが一生懸

命答えさせていただきたいと思っております。また４年前、初めての議会で一般質

問されたのが一番最初が江嵜議員であったなと思っておりますが、４年過ぎまして

一番最後の一般質問が江嵜さんということで、大先輩からのご質問を受けられると

いうことで、大変ありがたく思っておりますし、何かのご縁なのかなというふうに

思っております。それでは早速お答えをさせていただきたいと思います。 

   １項目目で氷川警察署の存続につきましてのご質問でございました。県の再編計

画を受け入れるのかということでございますが、結論から申し上げますと私は今回

の県の計画、私どものご意見をしっかりと受け止めていただきまして、いわゆる治

安力の低下にならないようなそういった機能を持たせたセンターというものを提案

をいただいたというふうに思っておりまして、まあ氷川警察署という名前はなくな

りますけれども、その機能そのものにつきましては、この地域にとって有意義なも

のというふうに認識をいたしておりますので、私はこの今回の再編計画は理解をし

たいというふうに思っております。議員の皆様方にも７月２９日にご説明ありまし

た。８月の２７日の熊日新聞に、この再編計画につきまして掲載をされておりまし

た。私ども氷川警察署につきましては八代警察署に統合する、幹部交番化プラス併

せまして特別捜査機動捜査隊、それから交通機動隊もその分署をこのセンターに持

たせるということで、そういった機能を充実させて新しいセンターをつくるんだと



 － 51 －

いうご提案がございました。私どもが一番念願しておりました治安力の低下になら

ないようにという思いはくみ取っていただけたものと思っておりまして、理解を示

すというところでございます。 

   続きまして消防署の氷川分署の建設について、まあもしもできなかったならとい

う仮定の質問でございますので、なかなか答えづらいところがございますけれども、

このことにつきましても議員の皆様方からもですね、広域行政の方にいろんな要望

も出していただいておりますし、組合議会の中でも大いに議論をしていただきまし

て、平成２７年度から２９年度３年間をかけまして氷川分署を建設をするというこ

とで、既に第５次の消防施設整備計画に掲載をされたところでございまして、この

ことにつきましてはきちんと計画どおり実行してまいりたいと、私も八代広域行政

事務組合の副管理者という立場でございまして、事務を執行する立場でございます

ので、その立場においてもこの計画どおり氷川分署を建設をしていきたいというふ

うに思っておりますので、どうぞ皆様方にもまたご理解とご支援をいただきたいと

いうふうに思っております。 

   それからウでゴミ処理につきましてご質問いただきました。このことにつきまし

ても、これまでこの議会の中で再三再四ご議論をしたところでございますが、なか

なか明確な私の回答もできない状況が今あるということは、ぜひご察しをいただき

たいというふうに思っております。ご承知のとおり八代市の方で環境センターの建

設が今予定をされております。その計画には八代市だけの計画であって氷川町はそ

の計画にはないんだということでございますが、私自身の個人的な気持ちも少し入

りますけれども、今現在旧八代郡の６町村のゴミの処理を氷川町の栫地区でクリー

ンセンターで処理をいたしております。既に数十年前から広域処理でこれまでやっ

てきております。当然新しい八代市の環境センターができますとそこには広域的な

処理をするという考えが、常識的に考えますとそうなのかなという思いがあるとこ

ろでございますが、八代市さんの今の計画にはその部分が入っていないということ

でございまして大変残念に思っているところでございますが、いずれにいたしまし

ても、やはり広域的なゴミ処理というものを目指すべきだろうと私自身も思ってお

りますし、担当課としてもその方針でですね、今八代市さんと交渉を続けている、

協議を進めている段階でございますので、ぜひまた側面的なご支援もいただきたい

なというふうに思いますし、私はやはり八代市、氷川町広域でゴミを処理していく

のがいい方向であると思っておりますので、それに向けましてまた一生懸命、これ

からも努力をしてまいりたいというふうに思っております。もし拒否をされた場合

はということでお尋ねでございますけども、それもまた仮定の話でございまして、

今は広域処理を目指して一生懸命頑張っているということでご理解をいただきたい
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と思います。 

   それからインターチェンジにつきましてのご質問、これもこれまで何回も議員か

らご質問をいただいております。町長の用地買収費、それから立木補償費について

公表しないのかということでございますが、このことにつきましては私のそういっ

た補償額、あるいは賠償額というものをですね公表することが、同じあの地域に土

地を持ってらっしゃいます地権者の皆様方の部分と同等の評価で今契約なされてる

わけでございまして、私が公表することが他の地権者の皆様方の、いわゆる個人の

情報の部分に触れる恐れもございますし、私は適当でないと思っておりますのでそ

の公表につきましては、公表すべきでないというふうに考えております。同様に単

価等につきましても不動産鑑定士による調査、評価を受けまして他の地権者の皆様

方と同様の賠償、補償を受けているわけでございますので、同様に考えていただき

たいというふうに思っております。また契約の相手は誰かということでございます

が、もう議員が一番ご承知のとおりでございます。私が私と契約を結ぶわけにはま

いりません。これは民法１０８条で規定をされているわけでございまして、私が町

長の立場で個人の藤本一臣と売買契約を結ぶということは禁じられておりますので、

そういったことはいたしておりません。従いまして地方自治法第１５３条の規定に

よりまして、私の町長の権限を総務課長に委任をいたしまして、総務課長が契約の

相手ということになっております。 

   それから道路整備計画につきましてのお話がございました。このことにつきまし

ても、もう既に計画の内容につきましても議員の皆様方にもしっかりとご説明をし

ていたところであります。いわゆる３０年の長いスパンでの計画でございまして１

０年以内、２０年、３０年の中でどういった道路整備をしていくのかということで

の計画でございます。議員もおっしゃいましたとおり、財源的な問題もございます。

また道路だけではございません。新しい橋梁、今あります橋梁の長寿命化もはから

なければなりません。あるいは町営住宅もかなり老朽化いたしております。その長

寿命化あるいは建て替え、リフォームそういったものにも手をつけていかなければ

なりません。そういったいろんな建設事業が目白押しであるわけでございますので、

そういった中でこの道路整備計画に基づいた整備を今後やはり１０年、２０年、３

０年のスパンで計画をしていきたいと思っておりますが、やはり社会情勢、あるい

は町を取り巻く情勢というものは当然刻一刻と変わるわけでございまして、今回つ

くりました計画はそのまま３０年間同じ計画でいっていいのかということにつきま

しては、これはやはり必要な見直しをすべきだろうというふうに思っておりますの

で、先ほど少しお触れになりました新しい道路、あるいは合併道路の新設について、

そういうことにつきましてはですね、今後大いに議論をする余地はあるというふう
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に思っております。ただそのですね費用対効果というものをやはりしっかりと見つ

めたうえで、そのことを進めていかなければならないというふうに思っております。 

   それから１つ目のご質問で、高齢者祝い金につきましてのご質問がございました。

議員がおっしゃいましたとおりでございまして、合併協議の中ではそのまま新町に

引継ぐということで、引継ぎをされて支給をされました。その上で平成１９年３月

の議会におきまして条例改正がなされたところであります。いわゆる現在の８８歳

の米寿の年と、それから１００歳にお祝い金を支給するということで、当時のです

ね為政者また議員の皆様方が議論を重ねてそういった条例改正をされたところであ

ります。現在それに基づきまして支給をしているとこでございますが、またそれを

もとの年齢に戻すということにつきましては、現在のところその考えは持っており

ません。やはり節目の８８歳の米寿、それから１００歳というその年にですね、お

祝い金を支給をしていくと。確かにですね、低い年齢例えば７７歳の喜寿でありま

すとか、そういった節目の年に支給をするということにつきましては、私自身もで

すね大いに気持ちはございますけれども、やはり先ほど言いました財源的なもの、

あるいはこの祝い金のみだけではなくて高齢者の皆様方に必要な福祉のサービスと

いう面でですね、違った面でのいろんなサービスの提供ができていくのかなと思っ

ておりまして、そちらの方をしっかりと模索をし提供していった方がいいのではな

いかなという今思いでございまして、現在のところこの祝い金の支給につきまして

の年齢を変えるという考えは持っていないというところでございます。 

以上でございます。 

○副議長（永田義昭君） 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） はい議長。氷川警察署のアの分ですけども、存続についてです

が今町長答弁では県警の提案を受け入れますという明確な回答がありましたが、こ

の説明の際に町長から武道館の問題とそれと官舎の問題が提案されておりますよね。

私は今よく３号線の宮原交差点のところに柔道の強い子どもたち、名前山本さんだ

ったか。強い子どもたちの名前いろいろ出てきます。これはみんなここの武道館で

やって頑張ってくれてる。こういうふうな子どもたちの武術に対する受け入れ先と

いうのが、この前の県警の説明では武道館はなくなりますという話でしたので、な

んとかそれを町長は武道館を残し、そこに例えば町がつくってでも、そこに武道館

をつくれないかと提案されましたが、それについては今町長はどういうふうに。今

のまま受け入れるのか、武道館、または官舎、ここらへんについては、どういうふ

うに県警と協議なさるのかそこのところお聞かせください。 

○副議長（永田義昭君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） 議員おっしゃいましたとおり、前回の説明会のときに基本的な
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考え方の話の上で、私どもの希望というものをさらにですね、武道館の話、そうい

った指導の話、また官舎の話もさせていただきました。そのことにつきましてはこ

れからも県警の方にしっかりと、あるいは県の方にしっかりと申していきたいと思

いますし、ぜひ、実現できるように頑張ってまいりたいと思っております。先ほど

申し上げましたのは、今回の再編計画の基本的なところにつきまして受け入れるか

ということにつきましては理解を示すという返事をしたところでございまして、そ

れ以外にまだまだこれから詰めていく段階にですね、やはり必要な部分につきまし

ては、皆様方のまたご意見を賜りながらしっかりと物申していきたいというふうに

思っております。 

○副議長（永田義昭君） 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） ぜひ、そういうふうにお願いしたいと思います。次にイとウの

問題ですけども、実はこれ私が前回質問したときに八代市長選挙の前だったんです

ね。八代市長選挙の前に、福島市長それから取り巻きの議員さんたちの話を聞かせ

てもらってたんです。そのときにゴミ処理で生活環境が、八代がゴミ処理でずいぶ

ん困ってるんで５トンか２トンか焼かせてくれないかということに対して断られた。

だからうちのゴミ処理、今つくってる八代市がつくってる施設の中には決して入れ

てやらないんだと議員さんが言われました。消防署、広域の議員は八代が多いから

消防署もそら無理になるたいという話も聞きました。だから、私はそこが心配で町

長どうなるんでしょうという話をしたんです。ところが今回中村市長さんが誕生し

たので、そこのところの話はあまり感情的なものはありませんので、分署の問題も

ゴミ処理の問題も中村市長さんとは非常に懇意にされて町長おられますので、ここ

はあまり本来市長選後については何とか氷川町の分もうまく処理してもらえるのか

なという気持ちになってきたところです。 

   インターチェンジについては、これは先ほども冒頭で言いましたように、私はイ

ンターチェンジと竜北公園についてはマニフェストで反対してて町長にはだいぶ迷

惑かけたと思いますが、すべての予算について反対させていただきました。これは

私の思いでもあるし、私に票をいただいた方の思いであったということで、そのイ

ンターチェンジについてはそういうことできたんですが、最後に町長の用地がかか

ってるんだ、町民の人が町長は１億もらったんだ、そういうふうな噂をずいぶんさ

れておられたんで、そういうことはないよ、予算に１億なんか出てないよという話

はするんですけどね、明示された方がいいんじゃないかなというふうに思ったんで、

質問に入れたところです。 

   次に道路整備計画ですが、高塚１本これはインターチェンジ関連の１本ですけど

も、この道路をつくることによって道の駅に人が来なくなるんじゃないか、少なく
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なるんじゃないかという心配があります。パスしてしまいますので、東陽、泉そち

らの方はもう３号線に出らずにパスしますから道の駅通らなくていいんで、非常に

これは商店街も含めてですね、この道路が果たしていいのかどうかというのは気に

なるところです。ですから先ほど、町長は費用対効果と言われましたけども、費用

対効果を考えたときにはこれは要らないんじゃないかという気持ちがします。また

合併道路、逆に合併道路は費用対効果また町民のみなさんの経済性を考えても、３

号線使わずに宮原振興局から氷川町役場に来れるんであれば、それはずいぶんと交

通の便的にはよくなるのかなというふうに思います。また合併当時に、ここの合併

道路についてはちゃんと建設計画に載っている道路ですので質問をさせてもらって

ます。 

   高齢者祝い金はこれからも次の議員さんたちにぜひ元に戻して、８０歳になった

らこれからも頑張ってくださいという祝い金を私はやるべきだと思います。 

１については以上です。２をお願いします。 

○副議長（永田義昭君） いいですね。これで質問事項１を終わります。 

   次に、質問事項２の入札制度について答弁を求めます。企画財政課長。 

○企画財政課長（平 逸郎君） 最低制限価格についてのご質問は、最低制限価格を下

げれば落札率も下がるのではといった趣旨かと思います。最低制限価格はそもそも

ダンピング受注による下請けへのしわ寄せ、技術者等の処遇悪化の防止、ひいては

公共工事の品質確保といった目的で設置をされております。今回、３本の大型工事

の方を町で発注をしております。最低制限価格につきましてはおおむね９０パーセ

ントが設置をされております。仮に２億の工事だったとすると、先ほど江嵜議員が

おっしゃられた５パーセントだったら１,０００万ほどになります。ただしあくま

でも、これは国が示した基準であってもし９０パーセント以下で受注した場合に、

当然そのしわ寄せは会社のみならず、下請けの方、あるいは労働者の方にまいりま

す。今回の工事の中では内装、解体、機械設備、資材等で町内の多くの業者さんが

入ってらっしゃいます。その方の例えば資材単価であったりとか、あるいは労働者

の方の賃金そういったものにも影響してまいります。今回の工事もそうなんですけ

ど、この最低制限価格というのはやはり下請けの業者さんの処遇の悪化の防止、公

共工事の品質確保といったような目的で設置されておりますので、この９０パーセ

ントいう数字は町としては適正というふうに考えております。しかしながら今後の

入札のあり方につきまして国、県の動向、町の実情等を踏まえ議論を重ね、よりよ

い制度となるよう今まで以上に入札制度の構築を目指したいというふうに考えてお

ります。 

○副議長（永田義昭君） 江嵜議員。 
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○３番（江嵜 悟君） あの今、平課長の方は下請けがその分がちゃんと下請けの方に

もお金が回りますよっていう話を今されましたけども、果たして回ると思ってます

か。今の工事、学校の工事の下請けさん、下請けの見積りを出したところ、相当た

たかれてますよ。そういう下請け育成のための、じゃあ下請けに今ちゃんと請求書

をもらってるでしょうから、実行予算かな、予算書をもらってるでしょうから果た

してそれくらいの価格の下請けになってるのかというのを調べないと、下請けはず

いぶんと厳しい予算を押し付けられてるというふうに、私が調査した中では言われ

ていますので、そこのところ高止まりして地元の業者さんにちゃんと潤う、そうい

うふうな制度になってたらいいんですけども、今の段階では大手さんで吸収されて

しまっているというのが実情だと思います。２番終わります。３番お願いします。 

○副議長（永田義昭君） これで質問事項２を終わります。 

   次に質問事項３の小中高一貫教育についてアからイまで、答弁を求めます。町長。 

○町長（藤本一臣君） 自席で答弁してよろしゅうございますか。小中高一貫教育につ

いてということで、これもこれまでも何回となくご質問をいただいております。議

員おっしゃいますとおり友好町であります大空町、東藻琴農業高校はじめ公立高校

が１校ということで２校あるわけでございますが、そこの現在の状況というものも

議員もご承知のとおりでございます。少子化が進む中でなかなか生徒数の確保に困

っていると、苦難をしているということでございます。同様に本県の氷川高校につ

きましてもそういった流れの中で、今回廃校ということになりました。大変残念な

ことではあります。私どもも存続に向けて一生懸命頑張ったわけでございますが、

結果として廃校になったという残念な結果ではありますが、そういったことを踏ま

えて、じゃあ町単独で高校を持つ、あるいは小学校、中学校、高校一貫教育を行う

ということにつきまして、現時点でですね、それを行うということはかなり現実的

ではないと私は思っております。併せまして、小中一貫の教育でありますとか、中

高一貫の教育でありますとかというのが３年、４年前から始まりましたかね、今、

１期生が多分八代高校も１期生が今年高校に上がったのかなと思っておりますが、

その中高一貫教育そのもののですね、いわゆる成果というものがまだまだ検証され

ていない中で、果たして私どもの町で中高、あるいは小中高一貫の学校をつくると

いうことがですね適当かどうかというのは、やはりしっかりと判断をすべきことだ

ろうというふうに思っております。決して否定するものではございませんけども、

やはり現実的なものではないというふうに思っております。併せまして、小中一貫

教育ですね、一つの校舎で一つのグランドで小学生中学生が一緒に教育を受けると

いうことが、本当にですね子どもたちのためになるのかということにつきましても、

やはりしっかりと検証すべきものだろうと思っております。私はやっぱり小学校は
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小学校の教育、中学校は中学校のそれぞれの学び舎で学ぶ、あとは小学校から中学

校へのですね上がるときの連携、あるいは幼稚園から、保育園から小学校に就学す

るときの連携そういったものをしっかりと構築することがですね、子どもたちにと

って必要なことであろうというふうに思っておりまして、学び舎を一つにまとめて

しまうのがいいのかということにつきましては、やはりしっかり考えるべきかなと

いうふうに思っております。そういったお互いの連携というところにつきましては

氷川町、それぞれ教育委員会の努力によりましてそういった連携会議、あるいは連

絡会議をですねつくっていただきまして、今、一生懸命な連携あるいは調整を図っ

ていただいておりますので、必ずやそういったことは効果が出てくるものというふ

うに思っております。従いまして、先ほどお答えしましたとおり、高校あるいは町

立の高校の新設というものにつきましては、やはり現実的なものではないというふ

うに思っております。併せまして、小中高一貫教育につきましても、今の行ってら

っしゃるそれぞれの現場の声、あるいは状況というものを踏まえたうえで進めてい

くべきというふうに思っております。 

○副議長（永田義昭君） 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） まあ教育改革のあり方については、全く考え方が違う感じがい

たします。氷川町の教育が１０年、２０年遅れないようにしていかなければ、私は

次のステップに時期尚早だとかですね、教育に関しては小中高一貫教育が難しいと

かっていうんじゃなくて、それに向けて町長がどれだけ頑張るのか、どれだけ子ど

ものことを考えるのかで決まってくるのかなというふうに思いますが、今の答弁か

らいきますと、小中高一貫教育は推進すべきでないというふうに聞こえましたので、

一般質問としてはこれで終わります。 

   以上です。 

○副議長（永田義昭君） 以上で江嵜議員の一般質問を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○副議長（永田義昭君） 本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。どうも、お疲れ様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後０時１０分 


